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市民ネットワークわかば事務所では「市政無料相談」を行っています（原則第2・第4金曜日）。お気軽にお越しください。

2014年11月

28

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴミを減らして３清掃工場体制から２清掃工場体制に変
　　　　　　　　　　　　　　　　える計画はみなさんも御存じと思います。つまり老朽化し
　　　　　　　　　　　　　　　　た北谷津清掃工場を廃止し、新港と北の２清掃工場にする
　　　　　　　　　　　　　　　　ことだったと解釈していました。だから若葉区には清掃工
　　　　　　　　　　　　　　　　場はなくなるのだと・・・
　ところが、一般廃棄物処理施設基本計画作成のための補正予算案を審査する中でわかったこ
とですが、千葉市は12年後の操業をめどに、再び北谷津に清掃工場を建設する考えを持ってい
ることがわかりました。
　新港の清掃工場はゴミで発電できる施設ですが、予想外にメンテナンスとお金がかかること
がわかったようです。
　新港より北清掃工場の方が古いのですが、そこを長期間もたせて、次期は北谷津との２工場
体制にするとのことです。
　北谷津地域の地元自治会は賛成と聞きましたが、多くの市民は初耳です。プールやいきいき
プラザなど熱源利用施設の今後のことも含め、充分で丁寧な説明、意見の聴取をするよう要望
しました。
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えっっ？！　北谷津に再び清掃工場が・・
～充分な説明が欲しい清掃工場の今後～

　高層マンション、墓地、納骨堂の建設問題。どれも、
建てたい事業者と“とんでもない”と思う住民が対立す
る。千葉市でもこれまで反対住民からの相談や請願が多
々あった。大田区では、遺体保管所開設をめぐって紛争
が起きた。法律や条例の整備が世の中の変化に追いつい
ていないことが大きな要因だ。
　若葉区では小倉台駅近くの葬祭場建設に反対する周辺
住民が６月議会に請願を出し、全会一致で可決されたが、
建設が止まったわけではない。市は法律の整備が先と言
うが、直ぐには無理。事業者が事前に住民との話し合い
の場を設ける等の手続きを定める必要がある。
　本来なら、常任委員会を中心に紛争を防ぐ条例を作り、
意見書も国に出すのが議会のあり方と思うが、今の千葉
市議会はそこまでの団結力がなく、市民に申し訳ないと
思う。市民ネットも意見書や条例案を出せるだけの人数
を増やし力量もつけたい。
　一方市も、今後も紛争が予想される課題には、スピー
ド感を持って市独自の条例を作り市民の不安に応えて欲
しい。また市民の側は、自分たちのまちに関心を持ち、
どんな建物が建てられるのかを勉強し、地区計画を作っ
て、紛争を未然に防ぐことが必要だ。空き地に建築計画
の看板が立ってしまう前に・・・。
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H.28年度末停止予定の北谷津清掃工場

小間子町の崩落現場

平成28年度末停止

基本
計画

交付金申請

平成14年度より運用開始


